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高齢者 の ヒ ー トシ ョ ッ ク 対策意識 と行動
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Abstract： Themlal　environments 血 winter 　are　cuπently　overlooked 　but　are　impo娘 mt 　for　the　safety　and 　comfbrtable 　life

styles　ofhousing 　fbr血e　elderly ．　Indoor 　temperatures　can 　reach 　dangerous　levels　at　which 　residents 　might 　get
“heat　shock ，

”

accidental 　home　deaths　due　te　extreme 　tempe 蜘 e　differences　within 　the　living　environment ．　The 　 most 　common 　cause 　of

death　was 丘om 　cardiovascular 　disease　or 　cerebral 　hemo 皿 hage血 the　ba血tub　or 　toilet．　To　improve　the　thermal　environment
，

residents 　must 　have　reliable 　knowledge　about 　their　envirenment 　and 　what 　they　can 　do　to　protect　themselves．　The　purpose　of

this　stUdy 　was 　to　elarify　the　ac血 al　thermal　 enVironment 血 residences 　d血 g　w 血ter 血 Ky 。to　in　Japan ．　This　 s加 dy　was

motivated 　by　the　urgent 　need 　to　prevent
“heat　shock ”hl　winter ，　p餓 icularly　among 　the　elderly ．　We 　measured 　the　tempera 血 re

and 　relative 　humidity　in　five　rooms 　each 　hl　nine　residential　buildhlgs　and　also　interviewed　the　residents，　We 　also　surveyed

the　residents 　to　determine　whether 　they　knew 　the　exact 　indoor　temperatUre 　to　prevent　to
“heat　shock ”．　We 　simultaneously

surveyed 　the 皿 e止o 岫 at 止ey 　used 　to　co 伽 1丗 eir 血emal 　e曲 。  ent 血 winter ．　Ihe　results 　suggest 　that　inf。ming 血 e

residents 　about 　the　prevention　of
“heat　shock ”is　effective 　arid　fits　with 　their　lifestyle．

Key 　words ： drowning　accident 血 b曲
，
　elderly 　people，　cognition 　temperature

，
　indoor　thermal　environment ，　prevention　of

‘‘heat　shock ”

要 旨 ：高 齢者 の 住宅の 冬期 の 温 熱環 境 は、高齢者が健康で 安全な生活 をす るた め に重要 な課題で ある。近 年、住

宅内 で 冬期 の ヒ
ートシ ョ ッ ク （居 間 との 温 度 差 に よる 入 浴 中 や トイ レ で の 虚 血 疾 患や 脳 血 管障 害 の 発 症 ） が 高 齢

者 の 生 命 と健 康 を脅 か して い る。居 住者 は住宅内の 温 熱環境 を うま く調 節 で き て い な い 例 が 多 く、厳寒期 に は ヒ

ー
トシ ョ ッ ク の 危険域 とな っ て い る。冬期の 高齢者の 住ま い の 温 熱環境改善は 喫緊 の 課題 とな っ て い る。

　本 研 究 で は、京 都府 下 の 高齢者 の 住宅 を対象 に、住宅内の 冬期 の 温 熱環境実態 とヒ
ー

トシ ョ ッ ク対策 の 現 状を

把 握す る こ と を 目的 と し て、9 軒 の 詳細 な訪問調 査 を 行っ た。温 熱環堤測 定 は 、居住者 に 居間、台所、寝室 、ト

イ レ 、脱衣室の 5 室 と廊下の 6 か所 で 温 湿 度 を読み 取 り記録 させ る と ともに、自動 記録 を行 っ た。ま た、住 ま い

方や対 策 の 実施 に っ い て イ ン タ ビ ュ
ー
調査を行 っ た 。結果か ら、そ れぞれ冬期 の 温 熱環境改善の た め に 実施 し て

い る方 策 を 聞き 取 り、居 住者 視 点 か らの 有効 な ヒ ートシ ョ ッ ク対 策 の 事 例 を抽 出 した。本 研 究 の 結果、個人 の ラ

イ フ ス タイ ル に あ っ た 具 体的 で 有効 な 対 策 とな る 可 能 性 が 示 され た 。

キー
ワ
ード ：入 浴 事 故，高齢 者，温 度認 知 ，室 内温熱環 壌，ヒートシ ョ ッ ク 予 防対 策，

　　　　　　　　　1．は じめ に

　高齢者 人 口 が増加 し て い る が 、現在 の 高齢 者 の 住宅

環境 は 安 全 ・
快適 とは い え ない 。人 口 動 態 統 計 に よ る

と高齢者 の 「家庭内で の 不 慮 の 事故 に よる 死 者数」 は

増加 し、2011年 の 統 計 結果 で は高 齢 者 （65歳 以 上 ）の 死

者数 は 13，325 人 （全 体 の 80％）で 、2000 年 の 約 1．6

倍 となっ て い る。事故の 種類 で は 「浴 室 内 の 溺死 ・
溺

水」が 4，416 入 と、家庭内溺 死 総数 の 90％を占め る （厚

生 労働省，2012）。「溺 死 」 の 数値 は 医 師 の 判断 で 「病

死 」 に な っ て い る場 合 も あ り、実際 に は 全 国 で 「入 浴

中の 溺 死 」 は 15，　OOO 人 に な る との 報告もあ る （堀進

悟，1999＞。ま た、多く の 高 齢者 は築 20年 以 上 の 断熱 性

能が 低 い 戸 建 て 住宅 に 居住 し て お り、浴 室 や トイ レ 等

の 非暖房 室 は 低温 で あ る こ とが 多い 。「入浴中の 溺死 」
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の 原 因 は、冬期 に浴 室 や 脱 衣 室 の 室 温 と浴 槽内の 湯温

の 温 度差 に 起 因 す る血 圧 の 急変動の 結果起きて い る と

推定 され る （鈴木，2007； Kanda　et 　al ．，1996）。こ れ

ま で に ヒ ートシ ョ ッ ク （以 下 HS）対 策に つ い て は、高

齢者の 入 浴 実 態 と地 域 差 （高 崎 ら，2011）、断熱 に よ る

温 熱環境改善 （吉田，2007）、暖 房器 具 に よ る温 熱環境

改善 （大 野 ら，1998）、生 理 的実験 （Tochihara，1993）は

よ く行わ れて い るが 、HS の 認 知 度 ・対 策意識行 動 の 調

査 は 少 な い 。筆者 らが 2012 年 2 月 に京 都府下 83件 を

対 象 に ア ン ケート調査 と温 湿度測定をした 結果 、63％

が HS を知 っ て い た が、対策は 「着衣調節」 34．2％、「浴

室 暖 め 」 26％な ど 具 体的 な行 動 は 少 な か っ た。さ ら に

0℃ 以 下 の 低 温 で も どの 部 屋 も暖房 を使 用 して い な い

例 が 見 られ た。高齢 者 は体感 温 度 を 的確に 認 知 して お

らず、寒 暑 ス トレ ス の 危険性 を把握 して い な い か 、節

約 意 識 が 高 く我 慢 し て い る。高齢者 は 長 年 の 生 活 履 歴

か ら生 活様式 （ライ フ ス タイ ル ） が形 成 されて お り、

HS 対策 は 個人 の ラ イ フ ス タイ ル に あ っ た具 体的 な行動

を促 す こ とが重 要 で あ る。

　本研 究の 目的 は、HS 予 防 の た め に高 齢者宅 を訪 問 し

詳 細 な イ ン タ ビュー
調 査 を行 うこ とに よ り、高齢者 自

身の 認 識、生 活 行動 を 改善す る有効な対策 を 見 い だす

こ とで ある。

　　　　　　　　　　2 ．方法

2．1実態調査

　高齢者の 住 ま い の 実 態 と、居住者 の 意識、行動、住

ま い 方 をイ ン タ ビ ュ
ー
調査 す る と と も に 温 湿 度 測 定 を

行 っ た。対 象 者 の 個 人 属 性 、住宅 の 状況、温 湿 度 へ の

関心、冬期に は HS の 認 知 、情報 源 、暖 房 機器の 使用状

況 、採 暖 の 工 夫 （住 ま い 方 の 工 夫）健康課 題、環 境問

題 へ の 関心 にっ い て 聞 き取 っ た。

表 1 調査 概要

調 査方法　　　　　　　　　　　調 査内容 奥施期聞

事前ヒア リング

居住 者 お よび 住宅 概要，住 宅内 の 寒さ，ヒート

ショ ック（惜報 源．対策意熾 と行 動），寒くて が まん で

きない 室、暖房機器使用状況採 暖の 工 夫

温湿度測 定

　開 始 前

測定箇

　 所

居間、寝室 「台 所 ，トイレ，脱 衣 室，廊下
の 温 度 居 間 の 温度

温湿度 測定

自動記 録 測 定 方

　法

ボ タン 型 ロ ガ
ー

〔KN ラボラトリー製 ．温
湿度 iハ イグ ロ クロ ン ．温 度 ；サ

ー
モ クロ

ン SL タイプ｝で 10分 間 隔 の 自動記 録

調査期間 のう

ち 5〜10 日間

外 気温度 気 象庁測 定データ
温 湿 度 測 定 と

　 同期間

温湿 度　　居住 者が簡易 温 湿 度計 によ り温 涅 度 を確 認謐．
記録調査 　　そ の 値 と住 ま い方 等 を記録

温 湿度測定期

間 内の 5日 閲

事 後・ア ・・ グ 嵳灘 鬻 難 一、シ ． ッ ク予防

温湿 度測定

　終 了 後

2，2 温 湿度測定

　温 湿 度測 定 は、居間、寝室、台所 、トイ レ、脱衣 室

と廊下 の 計 6 カ 所 （湿 度は 居 間 の み 〉で 実 施 し た。期

間 中、対象者 に 温 湿 度計 を読み 取 り、温 度 ・湿 度の 記

録 を依頼する と と もに、住 ま い 方等簡単な 日誌を記録

させ る こ とに よ り、体感温 度 の 認 知 を促 した。併せ て

小型 温 湿度 ロ ガー
（エ ス ペ ッ ク ミッ ク製 ；温 湿 度 RS−13

ま た は RS−12、温 度 RT−13ま た は RT−12）に よ る 自動 記

録 を行 っ た 。 外 気 温 湿 度 は気 象庁 ア メ ダ ス 京都市 の デ

ータ を用 い た。調査対象 は京都府内の
一

般京都府 下 の

住 宅 9 軒 を対 象 と した。京 都府 下 で 2012年 に 行 っ た ア

ン ケート調 査 の 協力者 か ら調 査 に 同意 を 得 て 実 施 した。

2013 年 と 2014年 2 月 に行 っ た。

表 2 調 査対象者 の 概要

住宅の構 造 簗年数 断熱 家屋の 待散・立地 回答者性別 年齢
家族構成員数

〔回笞者芝含む）

日木造 約 190 無
・
把握せず 茅かぶせ醒根 男柱 682

b 木造 約 100 断 黙 改 修 古 民家改修 男性 B33

信木造 杓50 無・把鯉 せ ず 周鬪展塘 女性 643

d 木造 39 部分断黙 住宅地 男性 752

e 木造 37 無
・
把握せず 住宅地 女性 ε62

f 木造 22 無・把鏗せず 住 宅地 男性 652

木造 15 新省エ ネ 住宅垉 男性 662巳
　　
h　　　
Ih

鉄骨 15 新省エ ネ 住宅地 男性 742

鉄骨 7 新省エネ 住宅地 舅性 692

　　　　　　　　　　3 ．結果

3．1 ヒートシ ョ ッ ク へ の 関 心 ・
暖房使用 状 況

　HS への 関心 を表 3、暖房 の 使用状況 を表 4 に 示 す。

全 員が HS の 用 語 、意 味 とも認知 して い た。「関心 が な

い 」 と答 え た の は a 宅 の み で 「寒 い の は 当た り前、自

然 に 暮 らす 」 との 回 答 で あ っ た。

　暖房 の 使用 は、居間 、台所 は 全住居で 暖房 を して い

た．寝 室 は 暖 房 を して い な い の は f 宅 の み で 他 の 住宅

で は 暖房 して い た、浴 室は e 宅 と i 宅の 2 軒が浴 室暖

房 を設 置 し て い た。脱 衣 室 は b 宅 が オ イ ル ヒ
ー

タ 、c

宅が 台 所 用 の 石 油 ス トーブ を 併用、e 宅 が 電気 式 床 暖房

と 3 軒 の 使用 で あっ た。トイ レ は b 宅 の み が フ ァ ン ヒ

ータ を 使 用 して い た が、他 の 8 軒 は 暖 房 無 で あ っ た。
エ ア コ ン だ け の 使 用 は i 宅 1 件 で 、i 宅 は 7 年 前 に住 居

を 建 て 替 えた の で 断 熱 性 が よ い た め と考 え る。居間で

の こ た つ 使用は 3 軒で 、そ の うち 2 軒 は ガス ス ト
ーブ

と併 用 して い た．石 油 ス トーブ 中心 は 4 軒 で あ っ た。

石 油ス ト
ーブ は 若い こ ろか ら の 習慣 で 使 用 を続 けて い

る が、安 全 性 の 面、最 近 の 石 油価 格 を考 え る と見 直 し

が必 要 で あ る 。 a 宅 は脱 衣 室 の 天井、窓 、床 に断 熱性 の

あ る シ
ートを貼 っ て 簡易な断熱を し て い た。

表 3 調 査年 ・ヒー トシ ョ ッ ク関 心

調 査年 ヒートショック

20132014 認知 関心

aooo ×

b ooo
o ooo
do oo

巳 oo ○

fo o ○

9o o ○

ho oo
1 ooo
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表 4 暖房機器 の 使用 状 況

屠聞　　　　　　　　　台所 寝 室 浴 盛 脱 衣 宮 トイ レ

翻こた つ・エ アコ ン 〔罘客勵 　　暦 面 と間 賻 こたつ・エ7コン〔不使勵
一 一 一

b 石油FH 薪 ス ト ブ 石 滷FH 一
オ イ ル H 電気FH

C 石 油 FH 石 油FH ・石 油S 石滷FH 一
台所用石油s を移動

一
d こたつ ガ ス 5 佩 理 時 ｝ 哩 用 せ ず

一 一 一
o こたつ・エアコン 〔穐に僅用〕ガス S エ アコン 　　　　　　　電気 式 床霞房

一
F エ 7 コ ン・電気カーペ ツト　　 石 滷S 一 一 一 　

石滷s　　　　　　　 扈 間 と 閂 時 エア コ ン 〔起床時使勵
一 一 一‘　　

h　　　
l

石酒S・エア飄ン 　 　　 　 石注F 石 油 S・鳳気 カーベット 一 一 一
エ7 コ ン　　　　　　 　 層同と間時 エアコン 電気 式 一 一

＊ 居間 台所間の 罫線無 ；LK また は ドア 開放 使 用

＊ 一は暖房機設置無

＊ S ；ス トーブ 　FH ；フ ァ ン ヒ
ー

タ

3，2 温熱環境実態

　　測 定 期 間 の 統計値 を図 8 に示 す。9 軒 の 住宅 の 5 室

（測定高 さ 1100  ） の 平 均 値 （居 間 12．4 ℃、台所

12．・7℃ 、寝室 10．1℃ 、トイ レ 8．2℃、脱衣室 8．8℃ ）で 、

暖房 をす る 居間、台 所、寝 室 で は 10℃ 以 上 で あ っ た が、

トイ レ 、脱衣室 は 8．2℃ 、8．8℃ と 10℃ 以 下 で あ っ た 。

外 気 温 は測 定期 間 中の 平均値 が 2．9℃ で あ っ た。

蕁甦．o　 −一一一 一 鼎脚胛叩wwm　 …　胛………
讐

　z5ゆ　
砿 ・一一

　 源 愈

躑

｝i l
　 一雪髄

　 　 　 屡欟　　台藻　 喫靄　 卜 1レ

『．．．．． ；

｝　 ・
驫 i

畷劃
　 騰表　 鉢黒

こ
塁

図 1　住宅内 5カ 所の 気 温 自動 測 定値 （2014．2）

　2014年 の 測定期間中に外 気 温 平均 値 が 最 低 値 で あ っ

た 2月 5 日の 1 日の 温 度 日変化 を図 2 か ら 7 に 示す。

　 ま た、ヒ ア リン グ結果か らの 特 徴 を下 記 に記 す．

a 宅 ： 冬 期 も、夏 期 と同 様 に 早 朝 か ら散歩な ど の 運 動

を続 け、寒 さに馴 れ る こ とに 努 めて い る。ま た、暖 を

採 る た め に 1 日 3 回 程 度入 浴 す る。暖房の 使用 は 控 え

て い るが、省 エ ネル ギーを 目的 に、浴 室 や 脱 衣 室 の 床

に 断熱 の た め に プ ラ ス チ ッ ク板 を敷 き、天 井 に シ
ー

ト

を貼 っ て い る。各 室 の 窓 の 内 側 に は透 明 な 波 板 を置 い

て い た。省エ ネル ギーを 目的 と した 工夫 が 温 熱 環 境改

善に繋 が っ て い る。

b 宅 ： 古民 家 を 断熱 改 修 し た が 、台所 の 土 間 は そ の ま

ま 残 して い る 。 土 間 に 薪ス ト
ーブ を 置き、薪 ス ト

ーブ

の 煙突パ イプ を 居間天 井 あた りに通 して 、サ
ー

キ ュ レ

ータ で暖気 を送 り、住宅内を温 めて い る。各室 に補助

暖 房 と して 灯 油 ス ト
ーブ を使用 し て い る 。トイ レ に は

電気 フ ァ ン ヒ ータ、脱 衣 室 に は オ イル ヒ ータ を設 置 、

夏期同様 に、寒 暖計 に よ り温度調 整 を して い る。

c 宅 ： 各室 に 石 油 フ ァ ン ヒ
ー

タ を設置 し て 暖房 し て い

る。石 油の 節約 を意識す る の と、義母 が 高齢 な の で 、

で きる だ け家族 が 同 じ部屋 で生 活 して い る 。 台所 で は

石 油ス ト
ーブ も使用す る。「フ ァ ン ヒ

ー
タの 温風で の 暖

房 よ り も、石 油 ス ト
ーブ が 身 体 に 直接熱が あ た っ て 暖

か い の で い い 」 とい う。入 浴 の 際に は 脱 衣 室 へ 石 油 ス

ト
ーブ を移動 して 採暖 して い る。各室 1100mm の 最高温

度は 居 間 20．8℃、台所 17．2℃、寝室 23．1℃、脱 衣 室

20．1℃ で あ るが 、 トイ レは 4．9℃ で あ っ た。「夜中に ト

イ レに 行 く時 は、靴 下 上 着 を着 用 す るが 、2 階か ら 1

階に 下 りね ば な らな い 。リフ ォ
ーム 時 に壁 の 色 な ど ピ

ン クに した が、寒い 」 とい う。

d 宅 ； 各 室 1100  の 最高 温 度 は 居間 10．8℃ 、台 所

11．2℃、寝 室 11．2℃、脱 衣 室 10．7℃ で あ る が 、トイ レ

は 7．7℃ で あっ た。各室 と も低い 温 度で あ る。京都市 内

の 伝 統 的 な 地 域 に 住 ん で い る。1974 年 に建 て 替 えて い

る。暮 ら し 方 は 開放的 で 、冬期も北側 の 勝 手 口、トイ

レ の 窓 は 日 常的 に 開 け て い る 。今 回、温 度 測 定 を した

こ とに よ り、「数値 が 0℃ に は な っ て い ない こ とに気 付

い た。1〜2℃ あれ ば大丈夫」 とい う。ま た rl室だ け暖

房す れ ば、廊 下 や 他 室 、外 気 との 温 度差 が 生 じて 、暖

房 室 か ら非 暖 房 室 へ 出 た 時 に 寒 さ を感 じ る こ とが 問 題

だ と思 う」 とい う。冬 は厚着 を して 暮 ら して い る。
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e 宅 ：6〜7 年前 に リフ ォ
ーム を し て、業 者の す す めで

浴室 暖房 と脱衣室 に は 床暖房 を設置 し た。脱衣室は 床

暖房 を使用 す る洗面 と洗 濯 時 は温 度 が 15，5℃ ま で 上 昇

し て い た。

i 宅 ；2006 年 に建 て 替 え断 熱 を施 した。暖房は エ ア コ

ン が最 も省 エ ネル ギーに な る こ と と室 内空 気汚染が な

い こ とか ら各室 に エ ア コ ン を設 置 して い る。浴 室 暖 房

は あ る が、脱 衣 室 は 短 時 間の 滞在で あ り、温 度 もあ ま

り下 が っ て い な い の で 必 要 な い と考 え て い る。入 浴時

間 は 午後 6 時 くらい で 早 い 。

　　　　　　　　　　4 ．考察

　 冬 期 に 室 内 で の 健康 に 問題 の あ る環 境条件 につ い て 、

種 々 の 検討が され て い る。下 記に 主な もの を記 す。

（1）　 「ヒ ー
トシ ョ ッ ク予 防j の た め の 室 内 環境指針 で

は 非暖房 室の 廊 下 ・トイ レ の 室 温 は 15℃ 以 上、裸 に な

る脱 衣 室 ・浴 室 の 室 温 は 20℃ 以 上 が 必 要で ある （健康

維 持増進 住 宅研 究 委 員 会 ， 2013）。

（2）健 康 リス ク の 下限値 は 17℃ で ある （日本建築学会

次 世 代型 温 熱快 適 域 ［若 手 奨 励 コ特別 研 究会 ，2013）。

（3）床 上 100  と 1100mm 間 の 上 下 温度 差 は 3℃ 以 上 に な

らな い こ と と推奨 し て い る （ISO　 7730，2005）。

　今 回 の 調 査結 果 で は 上記 の す べ て の 基 準に 適合 し な

い 低 い 温 度 で 暮 ら して い る 高齢者 の 実 態 が 明 らか に な

っ た 、こ の 実 態 は HS の 危険が あ る温 熱環境 とい え る。

　冬期 に 、居住者の 工 夫で HS 対 策を して い る例 を表 5

に示 す。

表 5 居住者視点か らの ヒ
ー

トシ ョ ッ ク 対策 ：有効 な温

熱 環 境改 善例　　　　　 （ ）は 本調査の 対象者

　今回 の 対象 で は 6軒 が築 2Q 年 以 上で 、築 100 年 以 上

の 古民 家 を断 熱 改 修 して い る （b）と部 分 断熱 （d）以 外 は

断熱状態 を把握 し て い なか っ た 。 費用 と時 間の 制約で

ハ
ー

ド面 の 改善 は 困難が 多い D そ の た め、窓に 内 窓 を

付 け る 簡易断熱 を 2 軒（a，e）に 提案、実施 し た。

　　　　　　　　　 5 ．ま とめ

　冬 期 の 温 熱 環 境 測 定 結 果で は 、住 まい 手 は 冬 期の 住

宅内の 温 熱環境を正 し く把握で きて い ない 。低体温 症

が 懸 念 され る レ ベ ル の 室温 で も大丈夫 と思っ て い る。

高齢者 は暑 さ寒 さを敏感 に感 じ に くい こ とか ら、温 度

計 で 確認 して の 温 度 制 御 を促 す 必 要 が あ る。

　 イ ン タ ビ ュ
ー

調 査結果 か らは 、それ ぞれ 冬期 の 温 熱

環境改善 の た め に 実 施 し て い る 工 夫 を 聞 き取 り、居 住

者視 点 か らの ヒ
ートシ ョ ッ ク対策 の 事 例 を抽 出 した e

これ らの 事例 は、個人 の ラ イ フ ス タイ ル に あっ た 具体

的で 有 効 な 対 策 と な る 可 能性が 示 され た 。
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